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東京女子師範学校附属幼稚園批評掛「東基吉」による保育改善
―雑誌『婦人と子ども』を中心に―
Improvements in Preschool Education Made by Motokichi Higashi, Reviewer of Tokyo Womenʼs
Normal School Affiliated Kindergarten : a study with a focus on theWomen and Children magazine
谷 村 宏 子 ＊
Abstract
In response to the mid Meiji period (1868-1912) argument that kindergarten is unnecessary and
the criticism from the education community that Tokyo Womenʼs Normal School Affiliated
Kindergarten had not been presenting/publishing research reports,Motokichi Higashi simultaneously
took up the position of an assistant professor of Tokyo Womenʼs Normal School and the position of a
reviewer of the affiliated kindergarten in 1900.Higashi discussed the following four preschool education
items as the measures for improving the education at the affiliated kindergarten in the Women and
Childrenmagazine and his book titledKindergarten Education Methods : play, singing, narratives, and
maneuvering. In regard to the handling of Froebel Gifts (educational toys) concerning maneuvering,
precisely grasping the ideas of Froebel who valued childrenʼs autonomy and self‒direction, Higashi
stressed the importance of interacting with children instead of having the kindergarten teachers
thoroughly teach the children how to use the toys. He criticized that the teachingmaterials for singing
did not stimulate childrenʼs interest. Accordingly, he edited Kindergarten Songs with cooperation from
his wife Kume and Rentaro Taki and demanded improvement of preschool education.
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はじめに
1874（明）年に日本初の東京女子師範学校（現：
お茶の水大学）が設立され、年後に附属幼稚園が
開園された。明治中期には、附属幼稚園の評判がか
んばしくなく、幼児教育機関として研究発表をはじ
め何もしていないという声が学校内で上がってい
た1)。当時、フレーベル会を全国組織に発展させ附
属幼稚園主事をしていた中村五六にとって、保育方
法の改善と研究を行うことが急務となったのであ
る。そこで、1896（明29）年に「部下の保姆たちは
皆女で、日々保育の仕事に忙殺されて居るのだ、研
究などやる暇はありやしない、研究をやれというな
ら我が輩の相棒に一人確りした男を入れて貰いた
い」という案を学校長に申し出た。この要望を支持
した黒田定治教授の推薦を受け、東基吉が附属幼稚
園批評掛および東京女子高等師範学校の助教授とし
て1900（明治33）年に就任した。批評係の任務は、
幼稚園の恩物中心主義一辺倒の保育改善と世間に向
けての研究発表を行うことであった。
当時は、幼稚園不要論・有害論が唱えられていた
が2)、その背景に、世間では
歳から学齢までの幼
児は母の膝下で育てるのが自然という日本独自の考
え方も根強くあったことが関連していた。また、幼
稚園に通う子どもが全体の％前後と一般的に幼稚
園が認められなかった時代でもある。附属幼稚園の
評判が甚だかんばしくなかった理由としては、幼稚
園出身の子どもの小学校入学後の学業成績が振るわ
ないことも、原因として挙げられている3)。このよ
うな中、東は批評掛として幼稚園の保育方法の改善
と世間の幼稚園不要論の払拭が任務であった。
東の仕事は、まず附属幼稚園を母体とするフレー
ベル会の機関雑誌『婦人と子ども』を毎月、発刊す
ることであった。さらに、附属幼稚園の保育に関す
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る改善については、東がフレーベルの思想を正しく
理解することに基づき、つの保育項目「遊嬉」「唱
歌」「説話」「手技」の観点から教材の研究、理想的
な保育方法を保育者に示すことである。
本論では、『婦人と子ども』に記された東の投稿
内容、および著書から保育改善の方法を整理し、と
くに「唱歌」がどのように改善され次の時代につな
がっていったのかを明らかにする。
（）『婦人と子ども』創刊の意義
『婦人と子ども』は、現在も『幼児の教育』とし
て出版されている保育の専門雑誌である。読者の対
象は、幼稚園教諭、子ども、そして子どもを育てる
家庭婦人である。東基吉は本誌のねらいを、「正し
い幼稚園教育思想をなるべく早く一般に普及させた
い念願から、自分の手に研究なり意見なりの発表機
関を持つことが重要だと考えた」と述べている4)。
1901（明34）年に東が編集長となり、本来は、保
育研究の専門雑誌にしたかったようであるが、出版
社の意向で一般に売れる婦人向け雑誌を目指すこと
となったとある。創刊当時の内容は、研究者による
心理学や健康関連の思想をはじめ、西洋的な子育て
の方法、衛生、唱歌、西洋のおとぎ話を翻訳した童
話、地方の子守歌、一般からは短歌・俳句の寄書な
ど、多様な内容が盛り込まれ、約100頁にわたり掲
載されている。その中には、東による保育の改善を
求める内容をはじめ、海外の童謡の紹介などもあ
る。
第巻冒頭の発刊の辭（ジ）には、我国の教育界
の急務として、①児童教育法の研究、②婦人教育珠
に母としての婦人教育の普及、③家庭における良好
な讀書材料の供給、の
点を挙げている。これらの
意義について、東による以下の説明がある。
①児童學の研究は大いに発達してきたといえども、
まだ完成の域に至らず、教育教材である童話、遊
戯、唱歌等の研究が甚だ幼稚の域である。そこ
で、幼児児童の研究、教育材料の精選、教育方法
の確定が急務である。
②母としての婦人教育は、育児に関する知恵が必要
である。そこで、幼児の自然的発達を円満なる家
庭において、幼児の心身の発達に関して修養助長
するための知恵を我国の婦人に与えることであ
る。
③家庭における良好な讀書材料として婦人の地位を
進め、将来、良妻賢母を目指す婦人に関する著術
界は寂蓼である。そこで良好な家庭的読書材料を
供給して、婦人の修養に資する。
①のみが幼稚園教育に関することで、②③は家庭
における婦人教育についてであり、子どもを育てる
家庭向けに創刊された内容ともいえる。
（）附属幼稚園における保育改革
東京女子師範学校附属幼稚園は、初代監事関信三
を中心に、ドイツ人主任保姆の松野クララ、豊田芙
雄・近藤濱らを保姆とし、フレーベルの幼稚園を模
範とする保育を行う幼稚園として開始された。開園
当時に楽器を弾けるのは、松野クララただ一人で
あったという5)。当時の幼稚園は、園児の大部分を
上流階級の子女が占めていた。保育方法は、保母の
指示により「恩物」の基礎的な技能を幼児に熟練さ
せ、幼児が勝手に恩物の扱いや順序を変更すること
は許されなかった。しかし、東はフレーベル氏の教
育論を解説した書『フレーベル氏教育論』6)におい
て、次のように述べている。「教育に於では第一番
に是非とも受け身で子供の天性に従ふと云ふことに
ならねばならぬ、即命令的範疇的干渉的であッては
ならぬ」。フレーベルの教育学説を翻訳しながら幼
児教育を研究した東は、教育とは子どもが本来持っ
ているものを尊重し、決して教育者が子どもに強制
を強いたり、干渉することは不要という保育観であ
る。
当時の幼稚園では、フレーベルの教育思想が正し
く理解されていたわけではなく、教材である「恩物」
の形式的な使用に留まっていた。東はこのような恩
物中心の形式的で教師主導型の保育を憂慮し、フ
レーベルが提唱する「幼児教育の根本主義は、子ど
もの自由活動にある」という理念を保育の中の「遊
嬉」においても展開するよう、保育者の理解を求め
た。とくに、恩物の取扱いについての改善を保育者
に求め、意見を出してみたこともあったが、「どう
も旧慣墨守の力の強い保姆さん達は一向顧みようと
はしませんでした。若い保母さんの中には私の意見
に賛成してくれる人もあったようだが、年季をかけ
た古い保母さん達に遠慮して口を出さない｣7)と東
は述べ、改善策があまり進まなかったことを示して
いる。
「唱歌」については、1898（明31）年創刊の雑誌
『児童研究』注1)の第巻「幼児の好む唱歌」におい
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て、教育研究者から次のような指摘がある。
「汽車の歌 紀元節の歌 金剛石 つばめ
右の内、汽車は最も幼児の好むものにして、言葉
の意味を了解し得ると、譜の歌ひよきとによるな
らんか。紀元節は歌の意少しも理解せず、（略）
燕は歌の意よく解し得ず、これは全く曲の非常に
よき爲ならんか、これ等の歌よりも子供らしき理
解し易き歌多しと、幼児の好まざるは曲のよから
ざる爲量聲し。」
つまり、幼児期の子どもの発達の観点から、〈紀
元節の歌〉〈金剛石〉〈つばめ〉のように言葉の意味
が難しいものや歌いにくい歌は、幼児に適していな
いことを、教育心理学の観点から指摘している。
〈汽車の歌〉のように幼児にとって理解し易く、好
まれる歌を選曲する必要があるとここでは説いてい
る。このように「歌唱」に関する批判が、教育界か
ら出されていたのである。
東は、幼児の歌わせる唱歌について、次のように
述べている。
極めて古典的なもので、吾々にさへ分り兼ねるよ
うな歌詞を古いメロディーで歌はせる。一例を挙
げると、
民草のさかゆる時と 苗代に
水せき入れてみしめなば ゆたに引きはえ
八束穂のたりほの稲の 時あらむ
と云った類で、この歌曲に手をつけて踊らせるの
である。子供は歌詞が判ろうが判るまいが又メロ
ディーが多少六ヶ敷ても、歌わせれば喜んで歌う
ものだが、教育的に考えれば歌詞も曲も子供らし
い子供によく判るものにしたいというのが私の考
えで、時々妻（東京音楽学校卒業東京府立第一高
等女学校教員）と相談して、簡単な童謡を作って
職員会議に持ち出したのでしたが、何とか乎とか
批評されて結局採用されない。
〈民草〉は、1987（明20）年、文部省から初めて
幼稚園用に出版された唱歌集『幼稚園唱歌集』に掲
載された遊戯を伴う唱歌である。東は、メロディー
が難しくても子どもたちは歌ってはいるが、子ども
にとって理解しがたい歌は、教育的価値が無いと指
摘している。そこで、幼児向けの唱歌を妻くめ注2)
と相談して、幼児が歌いやすい童謡を作曲して幼稚
園教諭に提示したが、いろいろと批評された挙句に
採用されなかったとある。
所が當時楽界の麒麟児とよばれた滝廉太郎氏
（妻よりは二年後の音楽学校卒業）が抽宅に
やって来て、『幼稚園で唱わせる唱歌を作ろう
じやありませんか、奥さんが歌詞を作ってくれ
れば自分が作曲するから』という話で、とうと
う夫が綴って『幼稚園唱歌』という名で共益商
社から出版されたのが明治34年で、この本の中
の、は他の人の作もあるが大部分は妻の作
歌で、鳩ぽつぽだのお正月だのといふ唱歌は、
今以て唱われて放送されたりしています。とも
角、これで子供らしい唱歌が出来た8)
そこで、東は子どもらしい唱歌教材として当時か
ら名が知られていた滝廉太郎の作曲、妻くめの作詞
による『幼稚園唱歌』を1901（明34）年に出版した
のである。東による創刊時の幼稚園の回顧録による
と、当時の附属幼稚園で歌われていた唱歌は古風で
難しいものが選ばれ、妻くめと滝廉太郎が作曲した
『幼稚園唱歌』は、取り入れられなかったとある。
今でも歌い継がれている曲〈お正月〉等もあったも
のの、子どもの発達に応じた教材を受け入れない当
時の幼稚園の保育方法を批判しているのである。ま
た、東は幼稚園を観察し、フレーベルの「子どもの
自然に従え」という解釈を誤った形で保育を行って
いることについて、『婦人と子ども』に、次のよう
に掲載している。
（）『婦人と子ども』における東基吉の論
①第巻第号（1901年）「研究：幼児保育法につきて｣9)
幼児教育の根本主義と云ふものは子供の自由活
動にあることは、フレーベル氏の言葉でござり
まして、既に皆さんの御承知のことと考えへま
す。子供の自然に従へ、子供の自然に従つて教
育するといふことは今迄の教育者の凡ての口に
上った言葉でもありまして、その子供の自然と
申すのは、即、子供の自由活動、今日學校など
で非常に注意せらるる様になった自由活動であ
ります
ここでは、子どもの自由活動を本当の意味で尊重
することが大切であることを、フレーベルの思想を
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引用して主張している。さらに、東はフレーベルの
思想を以下のように紐解いている。
フレーベル氏はこう云ふことをいって吾々を警
誡して居る。即、子供を害するものは子供自身
ではなくて教師其人であるといふので、少し極
端ではあるけれども、そう云って吾々を誡めて
居ります｡ つまり、其心は、子供の自然にやつ
て居つて、充分効果のあることを教育者が大人
の心を以て妙に解釋して人為的にして仕舞つ
て、折角の教育的価値を忘却して仕舞ふことが
多いといふのです。現今一般に共同遊嬉を子供
にやらせるのですが、其時に教師なり保姆なり
が、子供の遊び相手になつて一所にやる様にす
れば宜しいが始終教師だぞと云ふ様に監督指揮
の地位に立つて、こうしなさい、ああなさいと
云つて指摘ばかりする様では、子供は遊嬉に於
て、自分の意思を実行するよりも寧他人の意志
即教師なり保姆なりの意志を機械的に盲目的に
実行して居る様であると考へられる
東は、創刊号からフレーベルの教育思想を踏まえ
て「自由活動」の意味を改めて捉えなおすことを求
めている。また当時の共同遊戯が、子どもを中心に
したものではないため、教育的価値が低いと批判し
ている。さらに、保育者が監督指揮の地位に立ち、
子どもへ指摘・指導ばかりすることを誡めている。
このような思想は、今日の保育にもつながる考え方
といえる。
②第巻第号（1901年）「研究：幼児保育につきて｣10)
此間一の組の子供に板並べを致しました所が當
り前ならば平面に並べなければならぬ板をば、
こう云ふ風に、立てて山とか山脈とか云つて居
る、夫から又其側にこんどは板を平面並べて、
汽車と云つて居る。當り前の原則に従へば、こ
れは許されぬのである、一を立體にして立て、
一を平面に並べるのであるから、其方法は間違
つて居る、併しながら子供の考から云へば、こ
れが反つて子供らしいのである。（略）然るを
板はフレーベルがさう云つたからとて、何でも
乎でも平面に並べさせなければならぬと云ふの
は、即子供の自然に反したやらせ方ではありま
せぬか。子供の自然の発達に従うと、板を立て
て山とか山脈だとか面白いものができる
雑誌第号において東は、幼稚園ではフレーベル
が考案した恩物の取扱いに関する問題点を挙げてい
る。保育者が決まったやり方しか認めないことに違
和感を示し、子どもの考える様に自由に恩物を並べ
るというやり方こそ、フレーベルの教育哲学に即し
ていると説き、自由活動の教育的価値を認めてい
る。
③第巻第号（1902年）「説林：現今の幼稚園保育法に
つきて｣11)
現今の幼稚園保育法は、保育者の不幸なる此傾
向により、或は教育上の知識の殆んど欠乏せる
年少無知の保育者の手によりて、幾多諸般の進
歩に對して最後に位せるが如し。其結果たるや
即ち知れるものは此点を捕へて、知らざるもの
は野次馬的に口を揃へて幼稚園其ものまでも無
用の長物視せんとす。保母の養保育法の改良は
實に幼稚園のため、否可憐なる我が幼児のため
に、最大急務といはざるべからず
創刊から21冊目の雑誌である。幼稚園が不要と言
われる原因のつに、保育者の無知からくる保育方
法の誤りがあると指摘している。幼稚園のため、ま
た可愛い子どものために、まず保母の育成について
の改良を求めている。
多数の幼稚園に於ては、之等の日課は一日五時
間（食事時間を含む）を三十分づつに別ちて配
當せり。則八時より三十分の間唱歌せしむれ
ば、次の三十分即ち九時までは遊戯次の册分は
手技、次は談話といふが如し。かくて一人の保
姆が四十人乃至五十人の幼児を集めて保育する
なり。このような方法は有害な結果をもたらす
こともある。その理由は、保姆が項目の活動
を形式的に取り扱っているだけで、最も幼児の
自然の本能より出る嗜好に合わせることによ
り、善良な習慣の形式と強健な身体の発達が見
られる。唱歌の選択として、優美高尚な歌曲を
子どもに用いることは誤りと指摘する
ここでは、保育者が保育時間を30分ずつに分け
て、小学校の時間割のように保育項目を唱歌、遊戯、
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手技、次は談話ときっちり決めていることは、幼児
の自然の本能からでる嗜好とは言えず、形式的に取
り扱っているだけと指摘している。また、クラス
に40〜50名もの子どもを保育することは有害な結果
になると戒めている。さらに唱歌の選曲として、優
美で高尚な歌曲（文語体の美しい歌詞で、ゆったり
としたメロディー）を子どもに用いることは誤りと
述べている。
東は、このように保母の無知からくる保育方法の
誤りについて指摘し、幼児のためにも幼稚園を改善
することが、幼稚園不要論を払拭することにもつな
がると指摘している。そこで、保育教材および指導
法について、具体的に『婦人とこども』で発表して
いる。それらの具体的な内容の裏付けに、フレーベ
ルはじめ教育学や心理学の観点を取り入れた。この
ような形で、東は内外の幼稚園においても改善策を
提案している。次に東基吉の経歴について触れてお
きたい。
東は、和歌山師範学校卒業後、23歳で東京高等師
範学校に入学し、27歳で卒業と同時に岩手県師範学
校主事に就任という教育学畑を歩んできた。1900
（明33）年当時は幼稚園教育に関心がなかったが、
幼稚園批評掛に命ぜられた後には、心理学や教育学
の書物をはじめ、欧米諸国の保育文献や雑誌を読破
し、幼児教育の研究を熱心に行っている12)。東は小
学校時代から苦労しながら独学で英語を勉強し、英
語やドイツ語で書かれた外国の文献を読むことがで
きたことが、海外の文献を読み説くうえで役立った
と考える。
附属幼稚園を観察した結果、東は、子どもたちが
活動に生き生きとして参加していない様子をみて、
子どもの自然に従って保育を行うというフレーベル
の思想を導入することが大切であると、その点に力
を注いでいる。保育項目のつである「遊戯」につ
いても、具体的に改善する内容を次のように示して
いる。
④保育「遊戯」に関する改善
『婦人と子ども』1901（明34）年発行の第巻第
号と号には、東による「恩物」の使用と保育の
改善関する記述があり、「遊嬉」の改善については、
1904年第号から号と1905年第
号の計	回の掲
載がある。
1903（明36）年の女子高等師範学校附属幼稚園
「保育事項實施程度｣13)には、幼稚園の
学年それぞ
れに、保育項目「遊戯」「唱歌」「説話」「手技」
の内容を詳細に提示している。年少クラス「三ノ
組」では、次のように曲名を明確に示したうえで、
遊戯について以下のような指摘をしている。
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「幼児には、いつまでも遊戯をさせるのであっ
て決して仕事として感ずるようなことがあって
はならない。共同遊戯においては、最も多く唱
歌を伴う。換言すると唱歌しながらその意味を
遊戯においてあらわすものである。しかしなが
ら保姆が遊戯的性質を知らないために幼児の軽
快で活発な傾向に従っていない。或幼稚園にお
いて高尚なる唱歌に複雑緩慢なす舞の手の如き
ものを以てしたる遊戯見る。保姆一人合点して
肝心の幼児は全く無意味に殆ど機械的に動作す
る。これらは、真のフレーベルが示す自発的活
動ではない」。
ここでは、保母が共同遊戯の本質を知らないため
に、幼児にとっては仕事のように感じていることに
改善を求めている。幼児は、軽快で活発な傾向を
もっているにもかかわらず、保育者が「高尚なる唱
歌に複雑緩慢なす舞の手」つまり、上品ながら難し
い歌にゆったりとした動きをつけることは、幼児の
特性に従っていないと、フレーベルの思想をもって
批判しているのである。
⑤唱歌の改善
．1900（明33）年までの幼稚園における唱歌
それまでの附属幼稚園は、主事である中村五六が
1893（明26）年に記した『幼稚園摘葉』14)第十章に
「唱歌及遊戯」とあり、「唱歌」が独立した事項と
なっていない。中村は唱歌の効果について、次のよ
うに説いている。
唱歌ハ幼稚園教育ニ最モ大切ナルモノニシテ、
幼児ノ心情ヲ和ゲ、徳性ヲ養ヒ、且ツ身體上胸
廊ヲ開き音聲を調フルノ功アリトシ。−略−
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抑モ幼児ノ性ハ、極メテ歌ヲ好ミ
中村は、唱歌が幼稚園教育において最も大切であ
るという理由として、幼児の心情をやわらげると共
に徳性を育み、かつ身体的に胸を開き声の調子を整
えると、示している。幼児は歌を好むが、歌の意味
が分かると快楽の情が増し、徳性の涵養にもつなが
ることも示唆している。また、楽器の音調は、幼児
の声の高低に適合するとある。唱歌が幼児の心情を
育むうえで重要であるという記述はみられるが、選
曲についての具体的な記載はない。
さらに、「唱歌及遊嬉」では、幼児の行為を制限
し、大声叱咤激励喧噪を抑制するうえで、唱歌を奏
することが有効であるとし、次のように述べてい
る15)。
實際唱歌ヲ授クルトキハ、歌ノ意義ヲ解セシム
ルヲ要ス。幼児之ヲ解スルトキハ、快楽ノ情ヲ
増シ、且ツ徳性ヲ涵養スルコト一番多カル可
シ。又之ヲ習ハシムルニ當リテハ、動モスレバ
美音ヲ出タセズシテ怒聲ヲ發スルハ、幼児ニ有
り勝チノコトナシバ、宜シク楽墨ヲ以テ相和ス
ルコト便ニシヲ且ツ常ナリトス。然レドモ器楽
ノ音調ハ、幼児ノ音聲ノ高低ニ適合センコトヲ
要ス
中村五六は唱歌について、幼児に理解できる歌が
快楽をもたらせるうえで好ましいこと、徳性の涵養
としての効用があること、大声で歌わないこと、伴
奏は幼児の音の高さに合わせることを明記している
が、その説明はほぼ頁と多くない。
．1900（明33）年、東による唱歌の改善
明治中期の附属幼稚園では、おもに『幼稚園唱歌
集』を使用して唱歌を行っていたが、園児を観察し
ていた東は、子どもの唱歌の指導に関する批判を次
のように掲載している16)。
幼稚園に於て唱歌の撰まんとする根本原則は、
彼等幼児を以て尚未だ撥達せざる未開人種と見
ること之なり。従って吾人の見て以て、優美高
尚雅致に富める歌曲を以て直に移して彼等に用
ゐんと欲す、誤れるの甚しきものなり。或は曰
く、幼児に適せしめんとする歌曲の簡単明瞭な
るを撰むべきは何人か知らざらんただ現今に於
で此の如き適當の唱歌なきを如何、則現在ある
ものに付きて之を取る。
抑々幼児に興ふべき唱歌の數は敢て多きを要せ
ず、彼等は小學の児童と其傾向自ら異なり。新
しき唱歌を多く覺えんとの刺激よりは、寧反つ
て概に知れる面白き唱歌を幾回にても歌ふこと
を喜ぶ者なり、此傾向を察知せず、即矢鱈に多
くの新しき唱歌を提出して彼等に教え込まんと
す。
東はここで、まず幼稚園における唱歌教材選択の
根本原則としては、幼児をまだ発達していない未開
人種と見ることから、優美高尚な難しい歌曲を用い
るのは誤りと指摘している。つまり、幼児に適した
歌曲の簡単明瞭なものを撰ぶべきことが重要だとい
う。さらに、適当な唱歌が無い状況の中で、新しい
唱歌を数多く覚えさせようとするより、すでに知っ
ている面白い唱歌を何度でも歌うことの意義を強調
し、幼児は児童の傾向とは異なることを明らかにし
ている。
東の著書『幼稚園保育法』17)では、幼稚園唱歌は
子どもが喜ぶ歌でないと意味がないと主張し、選曲
の観点についても多くの記載がある。1899（明32）
年に文部省が制定した「幼稚園及設備規程」の中に、
保育事項を「遊戯」「唱歌」「説話」「手技」の項
目中番目に位置づけられた「唱歌」にならい、東
は著書『幼稚園保育法』第八章に「唱歌」を、大事
な項目として単独で取り扱っている。唱歌に関する
内容は15頁にも及び、教育学者トレシーやケルンな
どの言葉を引用しながら、東は唱歌の徳について、
以下のように説いている。
（い）美的感情を育成し心情を快豁ならしむるこ
と、
（ろ）同情の心を養成し徳性を涵養すること。
（は）聴器發聲器を練習して發音の正當を得しめ
又呼吸器を強壮ならしむること。
唱歌は、人の感情を動かす力が極めて著しく、他
人の感情に対しても同情の念を養い、徳性の涵養、
嗜好心の養成、他人の安否苦楽に関する心を養成
し、発声法および聴感を練習することで身体にも良
い影響があると指摘している。また、唱歌の選曲に
おいては唱歌の形式を知ることが大切で、そのため
教育学論究 第号 2 0 1 6
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には歌詞と楽曲に分けて考える必要があることを、
以下のように示唆している。
先づ幼児の興味を惹起するに足るべきものを撰
擇すること之なり。
保育者は幼児の興味に適する唱歌の種類形式は
凡そ如何なるものなるかを容易に知るを得べけ
ればなり。先づ之を歌詞と楽曲とに分ちて考ふ
るを便とす
（い）歌詞の形式。幼児の興味を惹起するに適す
る普通の形式。同一の音若くは同一言語の
反覆よりなることと之なり。幼児の常に口
にする童謡を見て知るべし。例えば、「夕や
け小やけあした天気になーれ、かーごめか
ごめかごの中の鳥は」
（ろ）歌詞の内容は幼児の経験したことや想像で
きるものにすることとし、〈汽車〉〈汽船〉
の唱歌を歌うことが當を得ているとしてい
る。
東の主張は、次のようにまとめることができる。
幼児の興味を惹起するような歌を選曲することが
大切であること、保育者が幼児の興味に合う唱歌か
どうかを知るためには、歌詞とメロディに分けて考
える必要があること、歌詞が同一の音または同一の
言語の反復である方がよく、音が再三繰り返される
ということは、自らの発音を容易にすると共に愉快
な感情を促す、というのである。そこで、「かごめ
かごめ」「ゆうやけこやけ」といった同じ言葉の繰
り返しのある歌や、〈汽車〉〈汽船〉のような子ども
が興味をもって見たものや、乗った経験がありイ
メージできる歌を具体的に提案している。
東は、大人が選曲すると、慣れた古語雅語を用い
るなど、幼児にとってはその意味が十分に理解でき
ず、それは不当であると述べている。一方、幼児は
歌詞の意味が分からなくても興味を以て歌っている
という保育者の主張に対して、教育上の効果を失う
と批判している。また、楽曲のメロディーについて
は、以下の留意点を記している。
（い）音域の範囲狭小にして、高低の変化甚だし
からざること。
（ろ）同様の旋律を繰り返さるること、
（は）半音の少きこと。
東は、楽曲は音域の幅が狭く、高低差も大きな変
化が無いことを提案している。さらに、同じメロ
ディが反復することや、半音が少ない方が幼児は歌
いやすいことなどについて、具体的に示している。
東は「唱歌を授くる方法の要件」として、以下の
内容を明記している。
（い）新しい唱歌を教える場合の時間は、およそ
10分から15分とする。最初から幼児は唱歌
に興味を感じることは困難である。
（ろ）発音発声に注意すべきこと、
（は）常に美はしき聲を以て唱はしむべきこと。
（に）音聲を主とすること（音声の美を感じ、楽
器は伴奏であることを忘れないこと）
東は唱歌を教える方法として、新しい唱歌を教え
る時の時間は短くし、常に発音発声に留意するこ
と、また、楽器の伴奏は子どもたちの声を支えるも
のとして、気をつけることを示している。さらに、
次のような提案を行っている。唱歌に関する絵画を
置く等、子どもに唱歌の意味を了解させて興味を持
たせることが大切である。例えば、「かりかりわた
れ」と歌う場合には、両手を上げて動かしながら雁
の飛行を模倣することは、単に歌うだけより十分に
想像を喚起できるというのである。また、談話の前
後にこれに関係する唱歌を歌う、あるいは遊戯に伴
う唱歌を歌うことが好ましいと、幼児の発達に合わ
せて理解を促す方法を提案している。このように、
東は唱歌の改善策を詳細に述べている。
上記の条件を満たし、子どもの興味を喚起し楽し
く歌いやすい口語体による歌唱教材として作成した
のが、滝廉太郎と妻くめによって編纂された、『幼
稚園唱歌』注2)である。当時の附属幼稚園の唱歌につ
いて、東京女子師範学校附属幼稚園保母による唱歌
教材に関する資料として18)以下のような記述があ
る。
明治26年に園で歌われた曲は音楽取調掛編『幼
稚園唱歌集』注3)の中から〈蝶々〉〈風車〉〈ここ
なる門〉〈数へうた〉〈霞か雲か〉〈うずまく水〉
の曲であった。明治 39年には〈風車〉と
〈蝶々〉の曲と数が減り、明治34年出版の『幼
稚園唱歌』が多く用いられるようになった
改善策を述べて年後の1906（明39）年にようや
く東が目指した、子どもの興味を喚起する口語体
東京女子師範学校附属幼稚園批評掛「東基吉」による保育改善
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 8号／
谷村宏子  校
117
  Page 132 16/12/16 13:14
で、生活に根付いた楽しめる歌が幼稚園の中で歌わ
れるようになってきたことが伺える。『幼稚園唱歌』
は、幼児の発達に適しこれまでの文語体の歌詞では
なく口語体であるという、歴史的にも変革をもたら
せたという点において大きな意味がある。また、伴
奏譜がついているため、保育者が見て両手で演奏す
ることが可能である。東が理想とする子ども主体の
保育を実現するために、滝とくめの才能が集結した
といえるだろう。
一方で、明治39年制定「女子高等師範學校附属幼
稚園保育要領」の「唱歌」では、『保育唱歌』注3)『幼
稚園唱歌集』注4)等の楽曲について、唱歌教材の転換
を図る必要性を説いている。
一、歌詞は幼児に理解し易い談話体、普通文体と
する。
二、歌詞内容は幼児の興味を起すのに適当なもの
であること。
三、楽曲は音域が広すぎず、音程が簡単で、拍子
は4/4あるいは2/4のものとする。
このような記述から、附属幼稚園の唱歌教材の多
くが改まっていないとも考えられる。1903（明36）
年の女子高等師範学校附属幼稚園「保育事項實施程
度」における年少三ノ組「唱歌」では、以下の曲が
明記されている。
︵
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上記の11曲の出所の内訳は、以下の通りである。
『幼年唱歌』1901年より〈雁〉、〈桃太郎さん〉
『幼稚園唱歌』1901年より〈風車〉、〈水遊〉〈鳩ぽっ
ぽ〉〈雀〉〈さよなら〉
『小學唱歌集』注6)1882年より〈てふてふ（蝶々）〉。
その他〈蓮の花、箱庭〉
これらを概観すると、東の思いを実現した『幼稚
園唱歌』より抜粋された曲が多く、教材の改革から
幼稚園保育の改善に向かったといえる。東は、女子
師範学校学生用に作成した教科書『実践教育学・女
子教科』19)の項目「唱歌」では、「幼児が音楽に深い
興味を感じるのは、彼の子守歌が初生児撫育の為に
必要なる方便となるに由る」とし、フレーベルの子
守唄を引用し、新生児の嗜好を満足させて心情を快
濶にするべきと説いている。フレーベルは、母が歌
う子守唄は親として子どもに言葉を本能的に覚えさ
せる意味があり、教育に応用しようとしたのであ
る。東の主張は、幼児にとって難しい歌や遊戯をさ
せるのではなく、幼児が楽しいと感じられる活動を
行うことを改めて推奨したといえるだろう。
教育評論家の水野は、東の功績について、「明治
後期におけるフレーベルの恩物中心主義保育に鋭い
批判のメスを入れ、伝統的な形式主義保育の核心を
促した保育を目指した東は、フレーベルの人間教育
論注7)をはじめ、欧米の新しい理論の吸収に努めた。
そして、次第に日本の幼稚園教育の形式主義に対す
る疑問を深め、恩物主義保育の批判を試み始める。
当時、東の見解はあまりにも革新的で、容易に一般
界には容認されなかった｣20)と述べている。東が主
張する恩物主義保育の批判は、すぐには教育界に容
認されなかったものの、形式主義から子どもを中心
とした保育へと改善するために、保育事項の内容や
教材を系統的かつ実践的に主張したことに、意味が
あったことが明らかである。
．1908（明41）年以降の附属幼稚園における唱歌
その後、東は1908（明41）年に宮崎県師範學校校
長として赴任し、その後『婦人と子ども』に関わる
ことは無くなった。東に替わり女子高等師範学校助
教授に就任した和田實は、同年に前述の中村五六と
共著で、フレーベル会から『幼児教育法』を出版し
ている。その第13章に「練習的遊戯（其三）｣21)とし
て、音楽の効用、唱歌の教育的価値および身体的効
果、唱歌遊戯の曲の紹介〈芋虫ゴロゴロ、瓢箪ポッ
クリコ〉を行っている。和田は、当時の附属幼稚園
で歌われている唱歌が、優雅なもの20余種、快活な
もの約10種、勇壮なもの	種、悲哀なもの無し、多
少優雅なものを選び過ぎていると指摘している。さ
らに、歌唱時の注意点として、「．姿勢に注意し
可し、．常に美聲を以て歌はしむ可し、
．模唱
を多くす可し、．反復す可し、	．獨唱の習慣を
養ふ可し、．發聲練習は強いて必要なし」と、具
体的な練習法を示している。このように歌唱の指導
法を和田自身、詳細に記述した背景に、赴任する以
前に長く小学校教員であったことが影響しているの
ではないかと考える。
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1893（明26）年に中村五六が記した『幼稚園摘葉』
第十章「唱歌及遊戯」と、1908（明41）年に中村・
和田の共著による『幼児教育法』を比較すると、後
者の方が唱歌の内容が充実していることが分かる。
東以前は、「唱歌」が独立した保育事項となってい
ないということもあるが、和田と中村は、東の示し
た具体的な唱歌教材や指導法を継承したといえる。
おわりに
明治中期の幼稚園不要論や東京女子師範学校附属
幼稚園では研究発表を行っていないという教育界か
らの批判を受けて、東基吉は1900（明33）年に、東
京女子師範学校助教授に就任と同時に、附属幼稚園
の批評掛となった。東は、附属幼稚園の保育を観察
したところ、「幼児教育の根本は子どもの自由活動
にある」というフレーベルの思想を踏まえた保育を
していないと捉えた。そこで、東は1901（明34）年、
フレーベル会創刊の月刊誌『婦人と子ども』の編集
長となったことから、同誌につの保育事項「遊戯」
「唱歌」「説話」「手技」の観点から、保育批判、お
よび改善策を掲載している。また、師範学校の教科
書でもある東の著書『幼稚園教育法』でも、幼児を
主体とする保育の方法を論じている。「手技」にお
ける恩物の取扱いでは、保母が幼児に教えて熟練さ
せるのではなく、子どもの主体性を重んじるフレー
ベルの思想を正しく捉えることを主張している。
「遊戯」では、保姆が遊戯の本質を知らないために、
幼児の軽快で活発な傾向に従っていないと批判して
いる。「唱歌」について、東は多くの記載があり、
とくに当時の唱歌は子どもの興味を喚起するもので
はないと批判し、その改善策として、妻くめと滝廉
太郎の協力を得て編纂した『幼稚園唱歌』を出版し
た。これは、子どもが自然に歌えるわらべ歌の要素
を取り入れた歌集であったが、当時の附属幼稚園で
は容易に受け入れられなかったとある。保母たち
は、1987（明20）年に文部省から出版された「幼稚
園唱歌集」の歌が、音程の幅が広く幼児向きではな
いものの、外国の新しい感覚のメロディーに憧れの
気持ちを抱いたのではないだろうか。
『幼稚園唱歌』は、なかなか附属幼稚園では浸透
しなかったが、「二葉幼稚園の保母や女高師の音楽
教師であった吉田信太郎などは、まるで天来の福音
のように喜んだり賞賛してくれました｣22)と東が後
述しているように、他園では喜んで受け入れられて
いたことが分かる。その理由として、〈鳩ぽっぽ〉
〈お正月〉などの歌は、適当な遊戯動作がつけやす
く、保母がオルガン伴奏で弾ける簡単な伴奏譜もあ
ることが幸いしている。『幼稚園唱歌』について小
長久子は、「幼児音楽の歴史の上でこの唱歌集の位
置とその価値は現在においても再認識すべきであろ
う｣23)と述べているように、『幼稚園唱歌』を保育教
材として出版した東の功績は大きい。
東は1904年に記した『幼稚園保育法』「第八章唱
歌」では、「幼児が生後16日にして母の安静緩慢な
る律動を喜ぶ。生後週間で隣室のピアノの音に耳
を傾ける」といった実生活における自身の子どもの
観察した様子を述べている。さらに前述したよう
に、幼稚園の選曲については、歌詞、楽曲、唱歌の
授け方といった観点からの詳細な説明など、全体で
16頁にもわたるほど、唱歌の改善について力を込め
ていたかがわかる。
本論では、東が附属幼稚園の批評掛として、恩物
批判に留まらず「唱歌」「説話」の教材開発、遊び
を発展的視点から区分した「遊戯」など、子どもの
自発活動を大切にするフレーベルの思想を系統的か
つ具体的に指したことが明らかになった。その中で
保育の基本は、幼児の自発性を尊重するということ
に尽きていた。東は、最初の頃はフレーベルの思想
に理解を示したものの、幼稚園において形式的な恩
物中心主義におちいっている様子を見て批判し、改
善を求めたのである。
明治中頃におきた幼稚園不要論が世間で騒れる中
で、幼稚園主事の中村五六から東基吉、そして和田
實、倉橋惣三にもつながる「子どもを中心とした保
育」の橋渡しをした、東の役割が大きいと考える。
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註釈
1）『児童研究』は、教育院理学者高島平三郎により、東
京教育研究所発行から出版され現在に至る研究誌で
ある。
2）東くめは、1892（明25）年15歳で東京音楽学校（現：
東京藝術大学）に入学し、在学時代から年後輩の
滝廉太郎作曲の歌に歌詞をつけたり、雑誌『音楽』
に〈友の歌〉〈竹生嶋〉を含め四篇の唱歌を発表した
りするなど、作詞家として文学的才能を発揮してい
たのである。20歳で東京府立高等女学校の音楽教員
になり、22歳で同郷の基吉と結婚、夫が編集者を勤
める月刊誌『婦人と子ども』に、ほぼ毎月、短歌を
連載している。このように音楽教育者であり文学的
才能に恵まれた東くめは、夫基吉のよき理解者であ
るとともに、唱歌に関しての助言者でもあったこと
が分かる。
3）『幼稚園唱歌』は、1901（明34）年、滝廉太郎（当時
22歳）が編集者および作曲者となり、その多くが東
くめ（当時24歳）作詞でできた口語体の歌詞による
唱歌集である。代表作に〈お正月〉〈鳩ぽっぽ〉があ
る。
4）『幼稚園唱歌集』は、1887（明20）年文部省音楽取調
掛によって29曲が出版された。〈心は猛く〉〈蝶々〉
など、外国のメロディに日本の歌詞をあてはめたも
のがほとんどである。歌詞が文語体のものが多く、
幼児にとっては難解である。
5）『教科適用幼年唱歌』は、納所弁次郎 田村虎蔵によ
り1900（明33）年に、初編が十字屋から出版された。
尋常小学校年から年を対象とした言文一致の唱
歌として作られ、〈金太郎〉〈うさぎとかめ）などが
ある。
6）『小學唱歌集』は、1879（明12）年、伊沢修二の主唱
により創設された文部省音楽取調掛から、学校教育
用に編纂された唱歌集である。1884（明17）年にか
けて初編、第二編、第三編の全三編が出版された。
〈見わたせば〉〈富士山〉などがある。
7）フレーベルの人間教育論は、東基吉が1900年に「フ
レーベル氏教育論」として、翻訳および解説をした
著書『教育学書解説第』を、育英会から出版して
いる。
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